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新規手順
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新規手順/ライセンス更新の流れ
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サーバー変更の流れ
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 アクティベーションファイル/ライセンスファイル
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アクティベーションファイル（*.acnf）とは
サーバーPC でweb接続によるライセンスアクティベーションを実行する

ためのファイルです。
 アクティベートファイル紛失の際には再ダウンロードが必要です。

 製品を増設されるなど、ライセンス構成変更となる場合、ご購入後に
ライセンスファイルの更新が必要となります。

 アクティベート後にインストール先にライセンスファイル(*.lic）が作成さ
れます。

ライセンスファイル（*.lic）とは
サーバーPC に設置して、ライセンス構成認証させるためのファイルです。

 冗長構成はライセンスファイルのみの提供となります。
 バージョン2024以前のライセンスファイル（Flexnet版）はバージョン2025

（Reprise版）以降ではご使用いただけません。



ライセンスファイルの入手（1.シングル）

納品メール記載の
URLからダウンロード

アクティベートファイル
入手

ファイルダウンロード

Web接続御社PC

ライセンス

Acnfファイル
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納品日以降に作業

図研アルファテック

サーバー

入手ファイルを使用し、
サーバーPCにて
アクティベート作業



ライセンスファイルの入手（2.冗長）

サーバー情報書き
出しツール提供

アクティベート
情報取得

冗長構成用
ライセンスファイル

プライマリーとフェイルオーバー
用PC両方でツールを実行

情報ファイルを書出す
（serverinfo.txt →名称変更）

書き出されるサーバー情報

（HOST名、IP、 Ethernet address)

ライセンスファイル入手
プライマリ、フェイルオーバーPC
両方に、2つのlicファイルを設置

C:¥Program 
Files¥Alfatech¥AlfatechRLM¥

ダウンロード

メール送信
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ライセンス

licファイル

Web接続

https://www.alfatech.jp/support/install/repr

ise_GetServerInfo.html

（GetServerInfo.zip ）ダウンロード

ブラウザからサイトにアクセス
「サーバー情報書き出しツール」

入手

御社PC

サーバー情報ファイル

serverinfo_primary.txt

Serverinfo_failover.txt

納品メールにライセンスファイルダウンロードURL記載

図研アルファテック

サーバー



 Webアクティベートの仕組み

アクティベート情報を
受領

受領情報をもとに
アクティベート登録
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Rlm_alfatech

サービス作成/更新

アルファテック Reprise
ライセンス管理サービス
「*.acnfファイル」を使用
してアクティベート実行

インストール先に
ライセンスファイルが生成

アクティベートの許可

アクティベート情報

ライセンス

licファイル

冗長構成では、web接続によるアクティベートは行いません。
納品（入手）された2つのライセンスファイル（*.lic）をインストー
ル先にコピーします。

ライセンス

Acnfファイル

御社
サーバーPC web接続

図研アルファテック

サーバー
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はじめに
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新規手順
アルファテックRepriseライセンス管理サービスのインストール

ライセンスアクティベート（シングル）

ライセンスファイル設置（冗長）

Windowsサービス登録/サービスの作成・確認

ライセンスサーバー管理/サービスの更新

ファイアウォール設定

クライアント設定



 ダウンロードした、MEDIA_S_1041.isoをマウントし、Setup.exeを実行します。
 インストーラを進め、「アルファテック Reprise ライセンス管理サービス」をインス
トールします。

 アルファテックReprise管理サービスのインストール
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【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行い
ます。



 スタートメニューから［RepriseNWライセンスアクティベートツール］を起動します。
 ポート番号：5058（デフォルト）、ホストID：PCのMACアドレスが表示されます。

ライセンスアクティベート（シングル）
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必要に応じて、下記の設定を行って
ください。
・プロキシ設定
・ポート番号変更（デフォルト5058）
・ホストID（複数ある場合、選択）

アクティベートの実行（*.acnfを使用）

【冗長構成の場合】

プライマリ/フェイルオーバー用PCともに、本作業は不要です。



 ファイル選択で、入手済みのライセンスファイルを選択し、[開く]をクリックします。

ライセンスアクティベート（シングル）
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*.acnf選択
アクティベート

図研アルファテック
サーバー

アクティベート成功結果
ライセンス認証・登録

Web接続

ライセンスファイル作成



 冗長構成の場合、ライセンスアクティベートの実行は行いません。
プライマリ、フェイルオーバー用PCともに2つのファイルをコピーします。

ライセンスファイル設置（冗長）
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【冗長構成の場合】

ライセンスファイル名は変更される場合があります。
入手した2つのlicファイルを両方ともプライマリ、フェイルオーバー用のPCのインストール先にそのままコピーしてください。

※ライセンスファイル以外の拡張子.licファイル（バックアップ含め）を置かないようにご注意ください。



 スタートメニュー「A」-「Alfatech」から「RipriseライセンスサーバーWindowsサービス
登録」を右クリックし、「その他」-「管理者として実行」で実行します。
（Windows server2022のメニュー例）

Windowsサービス登録/作成・確認
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インストール先にある以下のbatが実行されます。
C:¥Program 

files¥Alfatech¥AlfatechRLM¥ runAlfatechRlmService.bat

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行い
ます。



 「RipriseライセンスサーバーWindowsサービス登録」にて、「rlm_alfatechサービス
を開始しますか(Y/N)? 」と表示されます。 Y を入力しEnterを押します。

Windowsサービス登録/作成・確認
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Windowsステータスバーの検索窓に「service」と入力し、アプリ
の「サービス」を選択するとサービスダイアログが表示します。

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行い
ます。

作成サービス名「rlm_alfatech」が
作成されます。



ライセンスサーバー管理/サービスの更新
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 Reprise ライセンスサーバー管理を実行し、ｗｅｂブラウザでサービスを更新します。

http://localhost:5059/ 接続初期表示

[Reread/Restart Servers]

の実行

クリック

ブラウザの起動

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも
同様の操作を行います。



ライセンスサーバー管理/サービスの更新

20

 [RETEAD/RESTART]を実行します。

Statusの更新が完了します。

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行います。
フェイルオーバー用PCではライセンス情報は表示されません。

冗長構成の場合

ライセンスファイルは
2種表示されます。

クリック



ライセンスサーバー管理/サービスの更新
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 ライセンスを確認します。

ServrtStatusの
[alfatech]をクリック

License pool status が表示。

Product
ライセンスコード

Ver
バージョン 27.0＝2026

Count
ライセンス数
Inuse
クライアント使用数

【冗長構成の場合】

フェイルオーバーPCではServer Status のLicense 

pool status 内容は確認できません。

プライマリPCが稼働していない場合、ライセンス

提供を始めるため、確認できるようになります。



ファイアウォール設定
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 スタートメニューで[Windowsシステムセキュリティ]を選択し [ファイアウォールと
ネットワーク保護] から「詳細設定」を開きます。

 Windowsファイアウォール設定の「受信の規則」に2つ追加します。
ポート：アクティベート時のポート番号
プログラム：%ProgramFiles%¥Alfatech¥AlfatechRLM¥rlm.exe

登録例：ポート登録例：プログラム

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行います。



ファイアウォール設定
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 右ペインの[操作]から「新しい規則…」をクリックし「新規の受信の規則ウィザード」
を表示します。

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行います。



ファイアウォール設定
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 「新規の受信の規則ウィザード」で「プログラム」を選択し、登録します。

(操作)

接続を許可する

[次へ]

(プロファイル)

デフォルト

[次へ]

(名前)

任意

(例：alfa_rlm)

[完了]

(プログラム)
：%ProgramFiles%¥Alfatech¥AlfatechRLM¥rlm.exe

[次へ]

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行います。



ファイアウォール設定
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 「新規の受信の規則ウィザード」で「ポート」を選択し、登録します。

(操作)

接続を許可する

[次へ]

(プロファイル)

デフォルト

[次へ]

(名前)

任意

(例：alfa_rlm)

[完了]

(プロトコルおよびポート)
：アクティベート時のポート番号 (例 5058)

[次へ]

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行います。



クライアント設定
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 アルファテックランチャで、クライアント設定、ライセンスモニタの確認を行います。

ライセンスタイプ変更

ライセンス形式の設定
サーバーには「IPアドレス、またはPC名を
設定します。
イメージはIPアドレスの例です。

【冗長構成の場合】

「冗長」を選択し、プライマリーとフェイ
ルオーバーの設定を行います。



クライアント設定
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 ライセンスモニタの確認を行います。

ライセンスモニタ

【冗長構成の場合】

ライセンスモニタダイアログ下側の「ライセンスサーバ」にはプライマリとフェイ
ルオーバーの情報が表記されます。



バージョンアップ、製品変更
ライセンス更新/バージョンアップ（シングル）

アクティベート/製品変更（シングル）

ライセンス更新（冗長）

サービスの再起動
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サーバー変更
ライセンスファイル削除（元PC）

サービスの停止・削除

ライセンス管理サービスアンインストール

新サーバーの構築

クライアントPCライセンス形式の設定変更

バージョンアップ、製品変更



 ReprizeNWライセンスアクティベートツールを実行します。
 [ライセンス更新]を実行します。

 ライセンス更新/バージョンアップ（シングル）
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ライセンス更新

ライセンスファイルが
再作成されます。

【冗長構成の場合】

ライセンスの更新は行いません。



 [RepriseNWライセンスアクティベートツール]を実行します。
 [アクティベート]をクリックし、製品変更後のライセンスファイルを選択します。
 メッセージの[OK]をクリックします。ライセンス製品の変更が完了します。

30

アクティベート/製品変更（シングル）



 入手した2つのライセンスファイルをインストール先に上書きします。

ライセンス更新（冗長）
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【冗長構成の場合】

ライセンスファイル名は変更される場合があります。
入手した2つのlicファイルを両方ともプライマリ、フェイルオーバー用のPCのインストール先にそのままコピーしてください。

元ファイルと名称が異なる場合、元ファイルは必ず削除してください。有効なライセンスのファイル以外のlicファイル（バック

アップを含め）はおかないでください。



 ライセンスの更新・再アクティベート・ライセンスファイル更新の何れかを実行後は、
Repraiseライセンスサーバー管理を実行し、RESTARTを行います。

サービスの再起動
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Reprise ライセンスサーバー管理で
RESTARTを実行します。

【冗長構成の場合】

プライマリ、フェイルオーバー用のPCともにRESTARTしてください。



バージョンアップ、製品変更
ライセンス更新/バージョンアップ（シングル）

アクティベート/製品変更（シングル）

ライセンス更新（冗長）

サービスの再起動
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サーバー変更
ライセンスファイル削除

サービスの停止・削除

ライセンス管理サービスアンインストール

新サーバーの構築

クライアントPCライセンス形式の設定変更

サーバー変更



 変更元PCのインストール先にある*.licファイルを全て削除します。

ライセンスファイル削除
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【冗長構成の場合】

ライセンスファイル名は変更される場合があります。
プライマリ、フェイルオーバー用のPCのライセンスファイルを削

除してください。

どちらかのサーバーが変わる場合でも2つのサーバー情報が一

致しない為、削除してください。

【シングル構成の場合】

ライセンスファイルは1つだけです。

有効なライセンスのファイル以外のlicファイル（バックアップを含め）はおか
ないでください。



 サービスの停止・削除
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 Windowsのサービスにて、サービスを停止または無効にします。
 コマンドプロンプトを「管理者として起動」し、サービスを削除します。

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行います。

コマンドプロンプトに
Sc delete rlm_alfatech

と入力し、enterを押します。



 ライセンス管理サービスのアンインストール

 AlfatechアルファテックRepriseライセンス管理サービスをアンインストールします。

36

【冗長構成の場合】

フェイルオーバー用PCでも同様の操作を行います。



 新サーバーの構築
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 新規手順と同様の構築を行います。
アルファテックRepriseライセンス管理サービスのインストール

ライセンスアクティベート（シングル）

ライセンスファイル設置（冗長）

Windowsサービス登録/サービスの作成・確認

ライセンスサーバー管理/サービスの更新

ファイアウォール設定

新サーバーPC

シ

ン

グ
ル

冗
長

既存のアクティ

ベートファイルを

準備

ライセンス管理
インストール

ライセンスア
クティベート

サービス
登録等

プライマリ/フェイルオーバー２台に同設定

ライセンス
ファイル入手

ライセンス管理
インストール

ライセンスファ
イルコピー

サービス
登録等



クライアントPC ライセンス形式の設定変更

38

 アルファテックランチャで、ライセンス形式の設定を起動します。

ライセンス形式の設定
サーバーに新サーバーの「IPア
ドレス、またはPC名を設定します。
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オフラインアクティベート
オフラインアクティベート

オフラインアクティベート概要

オフラインアクティベートの仕組みと流れ①～④

オフラインアクティベート①準備、②送付

オフラインアクティベート④受領とインポート

オフラインアクティベート/「新規手順」での構築

Windowsサービス登録/サービスの作成・確認

ライセンスサーバー管理/サービスの更新

ファイアウォール設定

クライアント設定

アクティベート解除

アクティベート解除

冗長構成では、webによるアクティベートを行わない為本設定は不要です



オフラインアクティベート概要
 会社のセキュリティ制限により、プロキシ設定が出来ない
 ネットワークに接続していないPCでアクティベートを行いたい
このような場合、ツールを使用してオフラインによるアクティベートが可能です。

オフラインアクティベート用専用ツール

「 alfaRLMNWLicenseOfflineActivate.exe 」

ツールの場所

インストールプログラム内にて提供

“C:¥”インストールドライブの場合

C:¥Program Files ¥Common Files¥Alfatech以下

40



オフラインアクティベートの仕組みと流れ

オフライン用アクティ
ベートファイルを受領

図研アルファテック
サポート

 会社のセキュリティ制限により、プロキシ設定が出来ない
 ネットワークに接続していないPC でアクティベートを行いたい
このような場合、オフラインによるアクティベートが可能です。

ライセンスサーバー

RepriseNWライセンスアクティベート管理
インストール

インストール先の
「alfaRLMNWLicenseOfflineActivate.exe」
を実行

「オフライン用アクティベートファイル作成
用」のファイルを作成します。

お客様

受領したファイルを使用して

代理アクティベートを実行

オフライン用アクティベート
ファイルの作成

インストール先にあるツール
「alfaRLMNWLicenseOfflineActivate.exe」
を実行しインポートを行う。

オフライン用アクティベートファイル送付
(*.lic ファイル 送付)

オフライン用

アクティベート

ファイル

オフラインアクティベート依頼
support@alfatech.jp

オフライン用アクティベートファイル作成用

ファイル送付(*.oaf ファイル 送付)

オフライン用

アクティベート

作成用

ファイル

RepriseNW用

アクティベートファイル

(*.acnf
①

②

③④

41



 RepriseNW用アクティベート製品ファイル(＊.acnf)を準備してください。

 alfaRLMNWLicenseOfflineActivate.exeを実行します。

オフラインアクティベート①準備

42

インストール先例

C:¥Program Files ¥Common Files¥Alfatech以下

ツールの実行には、管理者権限が必要です。



 [アクティベート用PCファイル作成]をクリックします

 *.acnfファイルと出力先を指示し、[作成]をクリックします

 サポートに*.oafファイルを送付します

オフラインアクティベート①準備、②送付

43

オンライン用
アクティベート製品
ファイル(.acnf)を

選択

オフライン用アクティベートファイル(.oaf)が
作成されます



 サポートからライセンスファイル(*.lic)を受領してください
 alfaRLMNWLicenseOfflineActivate.exeを実行します。
 [ライセンスファイルインポート]をクリックし、受領したライセンスファイルを選択しま
す。

 表示されたメッセージを確認し、[OK]をクリックします

オフラインアクティベート④受領とインポート

ライセンスファイルを
選択

44
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「新規手順」での構築
オフラインアクティベート

オフラインアクティベート概要

オフラインアクティベートの仕組みと流れ①～④

オフラインアクティベート①準備、②送付

オフラインアクティベート④受領とインポート

オフラインアクティベート/「新規手順」での構築

Windowsサービス登録/サービスの作成・確認

ライセンスサーバー管理/サービスの更新

ファイアウォール設定

クライアント設定

アクティベート解除

アクティベート解除



 スタートメニュー「A」-「Alfatech」から「RipriseライセンスサーバーWindowsサービス
登録」を右クリックし、「その他」-「管理者として実行」で実行します。
（Windows server2022のメニュー例）

Windowsサービス登録/作成・確認

46

インストール先にある以下のbatが実行されます。
C:¥Program 

files¥Alfatech¥AlfatechRLM¥ runAlfatechRlmService.bat



 「RipriseライセンスサーバーWindowsサービス登録」にて、「rlm_alfatechサービス
を開始しますか(Y/N)? 」と表示されます。 Y を入力しEnterを押します。

Windowsサービス登録/作成・確認

47

Windowsステータスバーの検索窓に「service」と入力し、アプリ
の「サービス」を選択するとサービスダイアログが表示します。

作成サービス名「rlm_alfatech」が
作成されます。



ライセンスサーバー管理/サービスの更新

48

 Reprise ライセンスサーバー管理を実行し、ｗｅｂブラウザでサービスを更新します。

http://localhost:5059/ 接続初期表示

[Reread/Restart Servers]

の実行

クリック

ブラウザの起動



ライセンスサーバー管理/サービスの更新

49

 [REREAD/RESTART]を実行します。

Statusの更新が完了します。

クリック



ライセンスサーバー管理/サービスの更新

50

 ライセンスの確認。

ServrtStatusの
[alfatech]をクリック

License pool status が表示。

Product
ライセンスコード

Ver
バージョン 27.0＝2026

Count
ライセンス数
Inuse
クライアント使用数



ファイアウォール設定

51

 スタートメニューで[Windowsシステムセキュリティ]を選択し [ファイアウォールと
ネットワーク保護] から「詳細設定」を開きます。

 Windowsファイアウォール設定の「受信の規則」に2つ追加します。
ポート：アクティベート時のポート番号
プログラム：%ProgramFiles%¥Alfatech¥AlfatechRLM¥rlm.exe

登録例：ポート登録例：プログラム



ファイアウォール設定

52

 右ペインの[操作]から「新しい規則…」をクリックし「新規の受信の規則ウィザード」
を表示します。



ファイアウォール設定

53

 「新規の受信の規則ウィザード」で「プログラム」を選択し、登録します。

(操作)

接続を許可する

[次へ]

(プロファイル)

デフォルト

[次へ]

(名前)

任意

(例：alfa_rlm)

[完了]

(プログラム)
：%ProgramFiles%¥Alfatech¥AlfatechRLM¥rlm.exe

[次へ]



ファイアウォール設定

54

 「新規の受信の規則ウィザード」で「ポート」を選択し、登録します。

(操作)

接続を許可する

[次へ]

(プロファイル)

デフォルト

[次へ]

(名前)

任意

(例：alfa_rlm)

[完了]

(プロトコルおよびポート)
：アクティベート時のポート番号 (例 5058)

[次へ]



クライアント設定

55

 アルファテックランチャで、クライアント設定、ライセンスモニタの確認を行います。

ライセンスタイプ変更

ライセンス形式の設定
サーバーには「IPアドレス、またはPC名を設定し
ます。
イメージはIPアドレスの例です。



クライアント設定

56

 ライセンスモニタの確認を行います。

ライセンスモニタ

【冗長構成の場合】

ライセンスモニタダイアログ下側の「ライセンスサーバ」にはプライマリとフェイ
ルオーバーの情報が表記されます。



57

アクティベート解除
オフラインアクティベート

オフラインアクティベート概要

オフラインアクティベートの仕組みと流れ①～④

オフラインアクティベート①準備、②送付

オフラインアクティベート④受領とインポート

オフラインアクティベート/「新規手順」での構築

Windowsサービス登録/サービスの作成・確認

ライセンスサーバー管理/サービスの更新

ファイアウォール設定

クライアント設定

アクティベート解除

アクティベート解除



アクティベート解除
 RepriseNWライセンスご使用の場合、アクティベート解除は行えません。
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 RepriseNWライセンスアクティベート解除申請を行ってください。
 サーバーPCで下記の手順を行います。

元サーバーPC

ライセンス
ファイル削除

サービス
停止/削除

ライセンス管理
アンインストール

詳細手順は「サーバー変更」の下記ページを参照してください。

ライセンスファイル削除

サービスの停止・削除

ライセンス管理サービスアンインストール


